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わか国の黒鉱(式)鉱床について

②

はじめに

全国の地学ファンの皆さん前回121号で黒鉱鉱床と

はどのようなものでおもにどのあたりにみられるかな

どということについて述べましたがその際いろいろの

鉱石とその上･下盤になる母岩を皆さんに印象づけたい

と思ってカラｰ写真にしましたがいかがでしたか.

さて何がどこにあるということがわかりますとっぎ

はすぐそれはどうしてできたのだろうというこ

とが頭に浮かんできます.

今回はそのようなことについて1900年代の初期より

繰り返して行なわれてきた数多い黒鉱々床成因論

についての解説を述べようと思い漢す｡

この成因論の解説についてはこれまですでにいろ

いろの人々によって述べられてきましたが従来いわ

れているようぽ他の金属鉱床たと吏はキｰスラｰガ

ｰ･マンガン鉱床などの成園論発達史もこれとほぼ

共通した面カミあることはもちろんですが少し問題の背

貴を大きくつかんでみますとユ800年代の後半にさかの

ぼって欧米における地質学の発展の歴史にはほぼ第

一次世界大戦以前･第二次世界大戦まで(1910年～1940

年)･それ以降の3期に分けられる世界情勢に対応す

る段階性カミあってこれらの反映が黒鉱々床成因論史

を編み上げた素材の一部にもなっているように思われ

ますのでそれらの側面に軽く触れてみたいと考えてい

ます.解説記事そのものはたしかに地学のあるい

は地質調査事業のさらに黒鉱々床などの解説･PR

になって価値あるものと考えられますが私のような現

職の調査マンカミこのようなモノを書き出したことは

一種の堕落でありやはり経験ゆたかな先人にお願いす

べきであったと反省しています.何百何千の流行歌

手が二度はクラシックをという願いを胸のうちに持

ちつづけこれも何千何万の大衆作家が純文学に郷愁を

感じているように私も生涯に一編は本格的な仕事を残

したいと考え匁がら多くの流行歌手1大衆作家が歩い

たと同じ道をいまだに通ってい濠す蜆

3.黒鉱々床の成因説

前回地層についてダ堆積岩はもともと水の底に平ら

にたまった岩石です由しかし実際には少し古い時代の

地層を見ますとそのほとんどが榴曲してい畿すJと

北卓治

お話しましたが地層はいくら折れ曲ったり逆転したり

していても特長ある鍵層を追跡して構造を解明す

ることによってもとのかたちを知ることができるもの

なのです(このことは後に問題になりますからおぼえ

ていて下さい).

このような地層ができ上ってからある金属鉱床が脈

状を呈して明らかに切っている場合とがはっきりと母

岩を交代している組織がわかるような場合にその鉱床

は後生的(epigenetic)なものであるということば

が使われています.ところがこれと対照的恋ものとし

て地層の堆積と同時期に鉱床が生成されるような場合カミ

間々あり巌す､この場合は上･下盤となる岩石とは異

質な鉱石がその部分に調和的にはさまれるわけで

すが地層と同一ないわゆるそれの単鰯として取

り扱かわれる性質のものです｡このような鉱床を同

生的(Sy㎎㎝etiC)抵鉱床と呼んでいます曲もう繰

り返す必要はないと思いますが鉱床における後生1同

生の区別は母岩形成の時期との前後関係でき護るわけ

です.はじめに書きましたように1900年代の初期か

ら黒鉱々床の成因論争が繰り返して行たわれているわ

けですがそのおもたものはこれが後生であるか同

ひとくち

生であるかという論争祖のです.一口に後生･同生と

いってもその両者のうちにまたいろいろの考え方が

あってこれについては後で詳しく述べますがここまで

読まれた皆さんは｢何を簡単なきまりきったことに

時間をかけて論争なとしているのだ｣と思われたことで

しょう.しかもまだ関係曹のなかで意見が一致し

ていない(1959年目本地質学会第66年総会日本の層

状金属鉱床討論会･1962年目本鉱山地質学会第12回総会

黒鉱成因論討論会･1962年文部省科学研究費総合研究

本邦硫化鉄鉱々床の研究秋田県小坂鉱業所における現

地研究会)現状です.

この原因についてお話しますと堆積岩の刺ことくに

交代されやすい岩層が存在した場合鉱液が後生的ぽ上

昇交代しても上盤側では一見調和的にす溶わち同生的

1こ見える場合があるからです世そしてこの後は造構造

運動の淀め地層が転移したりその前後に火成活動およ

び変質作用などが働いて層相区分カミむずかしくな'ったジ

している例が多いからです､しかし皆さんもちょ.っと

考克ていただくとおわかりのように･同生的な鉱床の場�
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合は環境の同一なある地域においては特定の層準

に限って分布するという条件が生まれてくるわけです

し後生的鉱床ならば交代されやすい地層が存在しさえ

すれば地層の層準に関係なく鉱床が生成されてもよい

わけです.このような問題解決の糸口のあることに加

えて黒鉱々床の場合にはキｰスラｰガｰの後生･同

生論争に見られるような激しい広区域変成作用

を受けていませんのでこれから新しく開発されようと

している大黒鉱々床(たとえば前回ご紹介した

内の岱･松峯･釈迦内)祖とから得られる新しい多く

の調査研究資料によってこの問題は遠からず解決され

るのでは狂いかと考えています.

私カミあえてこのように述べる根拠には写真⑩～⑳で

ご紹介しましたように近年秋田県北部周辺には近代

的装備を備えた優秀な黒鉱探査陣カミおおぜい集

まってv･でこれから開発される鉱床の完全記載

を恋しとげようと手ぐすねひいて待っているからなの
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⑩秋岡県大館市日本鉱業釈迦内探鉱所

(流紋岩のドｰム構造に注目して下さい)

所長1副所長1地質4

試錐1物探1補助4計工2

竜

田⑩同和鉱業北部開発室小坂鉱山部

岨室長1地質5係長1

課長1物探3地質1

言十10言則圭詮4

試錐3

計8

小坂鉱■⊥I内の岱鉱床の立体図(同和鉱業小坂鉱業所原図)

⑩秋田県小坂町同和鉱業北部開発室(きれいな山神社をまだご存矢口ない方も多いことと思います)�



です.しかもこの土台には先人が苦労して積み重ねて

くれた得難い教訓す荏わち黒鉱々床成因論吏があるわ

けです.

これまで明解な答えが出されなかった間接肉桂もう一

つの原因としては前回述べましたように明治の末期

は黒鉱女床開発吏上画期的な時期であったわけですが

惜しむらくはその各鉱床にぴったりと密着して

これらの記載を完壁に残そうという組織(これがつぎの

探鉱への大きな飛躍になる唯一のものなのですが)が無

かったわけです.最近ではやや多くの人々を納得さ

せ得るにたる成因説なぞというものは完全記載とでも

表現されるようないわゆる地道な仕事の集積

から生まれるであろうと考えましたので現地で苦労さ

れている皆さんの組織のご紹介に紙面をさいた次第で

す.では少し固苦しくなりますカミこれから後生1嗣

生に分けてその考え方のあらましを述べたいと思い嘆す唖

鱒後生説

後生説の根本的な考え方は黒鉱冷化作用グ)時期を現

在代表的な暴鉱膚床の胚胎層準で演)る中新世藺纂択期扱

いし女川期よりはるかに後期の火成活動と結びつけて

⑮地質調査所特別研究

金属鉱床密集地壇の広域調査研究

昭和39年度北鹿地帯調査参加人員

地質11鉱床3物擦12

化探3測最14

地球化学1薄片1

⑱款賜燦大餓市三綾金属鉱繁東北探掩蔽徴員寮

(この杜凝粥こはかっ逮汰斎藤所授とひょうひょうとし

恕賀来さメ)がいます)

蕨凝豆代理1地擬3助率3

鞠綴喜助手工測鐙玉助手玉

静ユ3

⑲秋田県魔鶏郡小螂雌変金臓鉱i州ヒ秘鱗奮1絞染隷錐環揚

地質2試錐3補助祭

⑲金属鉱物探鉱促進攻幾1量j大館壌務所(黒板夢)字は

試錐会社名ですが大館榊まこθ漱鍍ブｰムで人口

が急増予したそうです)地澱通計4

GSM4号(予定深度1,OOO血)�
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者えている点です.これはとりもなをさず黒鉱々床に

少しも同生的な要素を認めない考え方になるわ

けです.

前回定義づけの際お名前の出てきました木下亀城先

生以前には(1944年)中新世女川期以後(黒色珪質頁

岩層中に黒鉱々床が胚胎する)～鱒新世以前(黒沢砂質

頁岩層の基底礫岩層によって黒鉱々床赫剥られている)

という程度の漠然としたものでしたが最近グリｰンタ

フ地域の層序はやや明確にされてきましたのでこの問

題もこれによって以前とは見違えるほどその時期が厳

密に述べられています.す桂わち東北大学の竹内常

彦先生(1962年)ほ黒鉱力化作用の時期を船川期～北

麓綴鐙の1ご一ム織鐙を蟻鉱釈迦内の萩長森と比較して下意い

磁秘閉爆魔角郡小樹葦ア3裟釧踊宵滋稀鋤11

地質婁1費菖簸婁耕釜

⑱戦鱗棚ヒ椥那事施炎1理㌻

澗秋鉱幾花鰯繍鵬鱗

鎌儀至斌雛3

地質1測遺5

相内鉱業所

然

⑰

�

秋岡県鹿角郡小

坂町目東金属鉱

薬探酋室

雛111

黒鉱関係街に1ま孝泌しみ幻機首んがい窯すね�
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⑳秋因1県鹿角郡小坂町十和閏(黒鉱々床)鉱1L1跡

⑮秋国県鹿角郡小衷町鉛山鉱業所(鉛出鉱業所提供)

地質姜1

測量1

試錐1計3

鶴欝

尾去沢鉱山鉱脈図

(三菱金属屍去沢鉱業所原図)

⑳三菱金属届去沢鉱業所(鹿角郡尾去派町)

繰長1代理1'地質2測量5試錐3

屍去沢鉱山鉱脈立体模型

言十12

⑳

床あま地

明げ前結

通壇は質手

のこ採2県

立鉱二

等義試慕

す蟻

琴晋

覧測姦

鱗

窪簸

鱗

満期に活動した新第三紀完晶質岩類(花闇閃緑岩～閃

緑扮岩)と関係づけて考えておられます.

黒鉱々床を見た場合にこれを後生的に判断したくた

る原因としては

①全国的に見ると必ずしも層準カミｰ走しているとはまだい

えたい

②鉱体は一見きわめて不規則で塊状を呈していて層状と

いえないものが多くかつ明らかに層理を切っているもの

カミある

③鉱石の衣かには完全に母岩が交代されないで原岩の構

造を残しているものがある

④黒鉱々床に構造規制が無いといわれているが構造線あ

るいは背斜軸に並ぶ鉱床群(たとえば秋囲県相内鉱山)も

ある

⑥母岩の変質に例をとってもし海底沈澱のようなことがあ�
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る枚ら鉱体の上1下で叢のあることが考えられある鋏

床では上下非対撚であっ匁がある鉱廉では対称であっ淀

豪た変質粘土の鉱物組み斜沌は層状熱水交代鉱康に窓

れている申園地芳のる簑肩鉱床のそれと全く岡一である

そのほかはじめに審き凄し淀ように鉱化作用ぽ関

遠する火成岩として腿胎層準帥はるかぽ後期のもの

が考えられる一叙匁どが挙げられてい蛮す曲これ蛮で述

べられた後生説としては間魑の性質上鉱床の生成機

構ぽ関するものよりもむしる鉱液の性質を論じたもの

がより多いようです朝これからそれらのおもなもの

についてそのあら婁しを述べることにし褒す｡

筑化沸騰焚代離(1907年～19!夏隼平林武)

後生的狂交代鉱床説を考えた場合には普通下部に鉱

液の上昇通路に当るものを認める必要カミ生じてきます.

ところカミ多くの黒鉱々床は前回の古遠部･内の岱鉱床

の断面図でおわかりのようにその脚に当る部分がまっ

たく無いかあっても非常に貧弱匁場合が多いので鉱

床周辺の母岩が極度に変質していることも合わせ考えて

平林先生がこのよう次仮説を提案されました.

r鉱床の母液は非常に高温(酸性)で沸騰点以上に達していた

が高圧のため液体の状態をしていたこれが地表に遜いある

,叙で俄然瓦斯化して磐石に吹き込み母堵を粘土化蜜娃ると共

ぽ鉱物を沈澱して交代鉱廉を生成せしめわ

この仮説ぱ黒鉱次床の特異扱形態を説朗するものとし

て面白いと思いますが発表当時においても鉱床に気

成鉱物を含まず蜜た母液の高温を証明するような鉱物

もほとんど認められないためにその生成機構および温

度に関しては多くの賛成は縛られ柾かったようです.

しかL塊状1交代説という点は多くの賛同を得てそれ

までの鉱層同生説を打ち消して以来定説化してしまい

ました.この意味から歴史的に価値あるものと考えら

れます.

⑧高温硫酸性交代説(1913年～19二0年岩崎重三)

綴アルカリ性熱水交代説(1914年～1三1年加藤武夫)

これら両者は交代説における熱水溶液の温度条件およ

びその性質を論じ合った代表的枚ものです.前首は

その溶液中に多量の遊離硫酸を含有したものであると仮

定し交代作用を硫酸の解離にもとづくものとして説明

されています.これは黒鉱々床に見られる母岩の変質

をよく説明できるものとしてまた酸性溶液より黒鉱を

生成することは無理なく理解される点などで賛同者も

ありましたが後者の説が出るにおよび次第におとろえ

ていったものです.後者は硫化鉱物を多量に含む鉱床

の本源たる熱水は一般ぽアルカリ性なること黒鉱冷床

申には変質粘土として綿雲母を多量に含むがこれは

アルカリ性溶液が鉱床母岩に及ぼす変化申鍛も特有なも

のであることさら紀鉱床蝕岩虹〕ましば兇られるプ

樽ピライト化作用もアルカリ性交代作用と兇るべきもの

であることそのほか珪化作用1脈宥として無水珪酸の

沈澱もそれを裏付げるものであることなどが述べら

れていますがこの考え方が以後木下亀城究生によっ

て受けつがれ今目に及んでいます,

後生交代説としてはこのほかぽ高糧鉱漿説(王919

年西尾鐘次郎)など秘釦られてい塞すがこれらを通

じていえることは黒鉱冷床の特異性す液わち個々の

鉱床がいろいろの部分を持っているという複雑さを物

語ってv'るものであろうと恩います.

繊同生説

堆積性同生というと堆積岩の砂岩や頁岩などの生成機

構を想像されがちですが最近のこの説の考え方とし

ては鉱床の成長の過程においては部分的に交代作用

や割れ目を埋めて鉱脈なども小規模にはつくるであろう

という見解をとっています.また鉱床をつくる機構と

しては海底あるいはそれに近いところで相当に濃い

鉱液がマグマの活動ぽ伴って生成されるであろうなどと

も考えられています､すなわちこの説で最も大切なこ

とは鉱床がほぼ塞わりの岩石と同時期に生成

譜れたとする考え方で後生説とはその点で根本的に

対立するわけです.前回堀越叡君の定義の祖かに“ほ

ぼ同一層準に胚胎し"とあり塞した秘これはこのこと

を強調されているものと考えられ凄す｡後生説の項で

その判断の基礎となるいくつかの点を挙げて為話しま

したがそれを裏返したものが同生説の論拠と匁っている

のですから話カミややこしくなるわけです.これにつ

いてもう少し詳しくお話しますと

①の胚胎層準に関するものはつぎの2つの点が考えl1艘れま

すす赦わち衆だ本格的な調査が進まず層序が明確でな

いためにおごる漉乱である場合と関係ある火成糖動が何度

か換り返慈れて蟻撞が適していれぱ属状鉱床が何枚か見ら

れる可能惟もあるわけですしかし現在までのところでは

前者の場倉で薄)ることが多いようです

②の鉱傲の形態および織岩との闘係については黒鉱冷床の

生成後に欄蝕や断層1は1)複雑ぽ折扱鹿り娠移する花めに

層状鉱床が一兇塊状毅墨し恕!〕母猪の中に鉱肩が多少めり

込んだりしている場禽が勅ると説明されてい護す

③の原堵の構造が鉱肩似やに残慈れている点についてはは

じめに書きました小煽模匁交代現象である場含と鉱石中に

母岩の礫が入り込ノ)でいる場合の2つが塘克られ裳す後

生説を考える人のなかにはこの小鵜嬢法交代作用を認める

ことによって成因間魑が解決された串吏うに考える人があり�
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第6図

ぽぽ等合銅量

の黒鉱武脈･

網状鉱床と層嚢

状鉱床におけ

る胚胎範囲の

比較図

“灘蓄武脈状嚇床(銅量約23万トン)

靴鰹蓋層状黒鉱々床(鍋長約23万トン)

ますが海底火山活動に伴う噴気性堆積鉱床を考える場合に

は火成源の熱水溶液カミ供給されているわけですからその

生成に要する長い時間を考えますとこのような現象も当然

おこるわけです

④の構造規制の問題につきましては最近の調査研究(各社各

機関の調査に加えて多数の試錐結果および昭和38年･39年

の2年にわたる地質調査所の行なった秋田県北鹿地帯にお

ける黒鉱総合調査など)の結果層状黒鉱々床を生成せしめ

る地質環境は基盤構造に強く規制されていることがわかりま

した

⑤母岩の変質につきましてはまだ明確な結果が出ておりま

せんとくに中国地方に見られる中生代末の流紋岩の特

定岩相を層状に交代して生成されているろう石鉱床につい

てはその粘土鉱物の組み合わせの点もあわせ考えて今後の

間題として残るものであろうと思われます

⑥新第三紀完晶質岩類の時期につきましては秋閏県北鹿地

帯黒鉱々床密集地域において層状黒鉱々床胚胎層準を貫く

ものが知られていて竹内常彦先生のお考えになった船川

階～北浦階のものを加えてその時期は2度あるもののよう

です

黒鉱々床の鉱石は一般に微粒綴密塊状の性質をも

っていますがこれは沈澱したゲル状のものが結晶化し

たものと解釈されています.また黒鉱々床における黒

鉱黄鉱珪鉱のうちとくに黒鉱の部分にはやや普偏

的にコロフオルム構造が見られることもその生成の条

件に特異な環境のあったことを物語るものと思われます.

秋田県尾去沢鉱山の赤鉄鉱一緑泥石一石英一黄銅鉱脈

は(121号写真6)黒鉱式脈状～網状鉱床といわれて

おりますがその網状の密集したもようは鉱脈平面写真

および立体鉱脈模型写真⑳でおわかりのように(も

ちろん中間にノ･サミの母岩がありますが)非常に頻度の

高いものです.

この尾去沢鉱山は過去に銅量約23万トンを産出した記

録がありますがこの黒鉱式網状鉱床の銅量にやや讐し

第1表秋田県北部周辺における黒鉱探査の現況表(総副･109名)

(数字は探斑関係σ)披術者のみです)

①やや広域を担当する探査陣(計52名)

同和鉱薬北都開発室10名目本鉱業釈迦内探鉱所12名

三菱金属東北探捷所13名探鉱促進事業団壬名

住友金属北秋田詰ユ3名地質調査所広域グルｰプ(45名)

②現在開発申の鉱床周辺を担当する探査曄(計57名)

同和鉱業小坂鉱山部8名目本鉱業花輪鉱業所13名

〃花岡鉱山部10名目東金属相内鉱業所5名

三菱金属尾去沢鉱薬所12名鉛山鉱山鉛1山鉱業所3名

〃古遠部鉱山6名

③その他

秋困大学鉱1⊥1学部地下資源開発研究所およぴ秋固県庁鉱務課

い銅量をもつ層･塊状黒鉱々床を探してみますと秋田

県小坂鉱山内の岱鉱床(立体写真⑪)がこれまた銅量

約23万トンでした.そこでこの形態の異なるそして

銅量においてやや等しい両黒鉱々床の胚胎範囲を比較し

てみるために両者をできるだけぴったりした箱の申に

押し込めてみますと(尾去沢鉱床の場合は中間の岩石の

みの部分は除いて)第6図のようです.同じ銅量です

が層･塊状黒鉱々床カミいかに濃集しているかがよくお

わかりいただけたと思いますが同時にやはりその生成

環境が特異桂ものであったことを物語っているように思

います.鉱山において俗に黒鉱は選鉱屋さん泣かせ

の鉱石といわれているくらい細粒級密な鉱石です.

黒鉱々床成因論史上同生説については1902年福地

信世先生により初めて鉱層として述べられましたがそ

の後1919年に秋田犬学名誉教授大橋良一先生が秋

田県小坂鉱山元山鉱床の調査研究から｢海底爆裂火口

における低温低圧の温泉湧出による沈澱鉱床(黄鉱はア

ノレカリ性たいし中性･黒鉱は酸性)｣として発表されま

Lたがそれ以来40年の間熱水交代説万能時代となって

これが再び論晋られるようになったgは1659年前後か

らです.すなわち同和鉱業株式会杜の虎岩達夫さん

･林宗一君(当時同和鉱業KK･現東洋棉花KK)お

よび前回定義の項でご紹介しました堀越叡君などカミ

秋田県花岡鉱山･小坂鉱山法どで後に残るよう淀よい

仕事をされました.

林宗一君の考えた小坂鉱山の生成の順序(第7図)さ

らに海底噴気型鉱床の生成をモデノレ化してみますと第8

図のよう抵3つの型式が一般的に考えられていますので

皆さんもこれらについて比較してみて下さい第8図は

かつて東京大学の渡辺武男先生かご紹介された

ものですが基本的には①と②に要約され①は鉱床

を作る物質の供給が浅いところに入ってきた火成岩そ

のものに由来するという考え方と②はその後火成作用

として熱水溶液が深いところから繰り返して供給さ

れるとする考え方です.

同生説のお話の最後に渡辺先生が以前『目本の層状含

銅硫化鉄鉱々床ならびに層状マンガン鉱床の成因につい

て1957年･鉱山地質7巻24号』と題されてこの種の�
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1.火山砦力1流れ山た2.つづいて鉱石がふ3.そのあとで別の火

後で爆発(鉱石の榊き山て熔岩や篤礫地111からふき出た火山

ぶれ)か起こり焦礫の上にたまる灰などでおおわれる

増を生ずる

第7図小坂鉱11I元1｣I鉱床における生成の順序陳式図(林宗一ユ962)

層状金属鉱床の総括をされました.これには黒鉱々床

は見られませんが火成源の鉱床と水成鉱床との中間的

た海底火山～噴気性または海底温泉起源の堆積鉱床とい

う意味からは共通したもの料･くつか取り出せるよう

に思いますので先生のお考えになった問題点とされたも

のを挙げてみたいと思います.

第2表年代表

平

㌀

州海面

第8図海底噴気型鉱床の概念図(渡辺武果1962)

①同生的鉱層の層位学的位置と後生的層状交代鉱床の層位学

的構造支配

②鉱床と母指の構造と組織

③鉱床の変形と転位とくに広域変成作用との関係

④鉱床の熱変成

⑤鉱石の化学組成とくに地球化学的特長

⑥鉱床中の物質の起源と濃集

これらの内容については私
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がこれまでお話したことと多

少重複するような点もあります

のでここではご紹介しません

がぜひ皆さんに一度読まれるこ

とをおすすめします.また

“黒鉱々床成因説の変せん経過

とその問題点"と題して杉本

坊･五十嵐善之丞さんが日本鉱

業協会誌(と0艦O=号)によくま

とめておられますのでこれも

あわせて一読をおすすめします.

1860年に偏光顕微鏡が初めて

作られてから約工00年たつわ

けですがこの間には第一次お

よび第二次世界大戦二1いうよ

かれ悪しかれあらゆる物事の区

切りになったできごとが見られ

ます.欧米における地質学の

発展の歴史にも少し大まかに

ながめてみますとこの2つの

事件を境にして3つの期間に分

けられるそれぞれの時期で著

しい特色があるように思われま

す.第2表によってそのあ

らましはおわかりいただけるよ

うに思いますのでここではそ

れらカ螺鉱々床成因論史に与え

た遠因のみ簡単にお話するこ

とにします.

第1期は大構造論時代

とでもいうべき特長をもつ時�
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期です.すなわち1878年にA.Heimによってス

イス東部における大規模な逆転構造が解明されさらに

1884年Heimと対立的な立場をとったM.Bertrandに

よって一方的なおしかぶせ構造が解明されています.

その他おもなものとしては1900年P.Termierによる東

アノレプスにおけるナップ構造.1902年M.Lugeonに

よるジュネｰブ湖の南部･東部における根無し山な

どアルプスその他を舞台にした今日に残る大構造論･が

雄壮に論晋られました.第2期はほぼ第1次世界大戦

以後よりはじまるわけですが前期の野外を主とした構

造論のみではあきたらず戦争の必要性によって生じた

精密工業の発達という要素も加えてこの期はいうたれ

ぱ蜜内実験万能時代とでも表現されてしかるべ

き内容をもっています.

すなわち1910年以後より1940年代にかけてGOldsch･

浩���杲��歯�����睥��步爀

その他室内実験を基調にした人々のすぐれた論文･教

科書が数多く出されました.このうちでもN.L.Bowen

は珪酸塩熔融体の室内実験により近代火成岩成因論史上

特筆に価する名著“[heevo1utiOnoftheigniOusrocks"

(1928年)を発表しましたがこれはこの期を代表する

特長的なものであろうと思われ他の人々の業績をも含

めて全世界的に火成岩を強く印象づけたものと考

えます.岩石学(坪井誠太郎1937年)もこの期の終

り頃に出されたものです.またこの期におけるわが国

の鉱床学界での風潮を端的に表現しますといわゆる選

鉱岩時代(orebringer時代)とでもいいたくなる

くらいに火成岩とくに花陶岩の鉱床生成に果たした役

割りを強調しています.当時目本語で書かれた唯一の

鉱床学における総括的な教科書といわれている新編

鉱床地質学がはじめて出されましたのが1917年で

以来約20年間にわたって版を重ね強い影響力を与えてい

たものと考えられます.黒鉱論争の年代をこのあたり

で第2表からひろっていただくとよくわかりますよう

に初期の論争は第1期の後半で勝負がつき(1908年平林

武)次の論争は(大橋良一～加藤武夫･木下亀城その他).

第2期のはじめ頃で終って以来後生交代説の時代が永

く続くわけです.しかしここで注目したいことは第

2期の中葉において第3期こおける層状金属鉱床

同生説時代を築く基礎となったH･S山1eの比較構造

論がすでに発表されていることです､濠た花陶岩成因

論争における火成説に対立する再生1変成説の再興は

この期の中ないし後期にみられ談す｡

第3期における前1中期は錦正期の灘外中心主義と第

2期における実験室中心主義との両者の長所をとり入

れて再検討期とでも表現される特長をもっているよ1

三浦静子さん

(日本鉱業釈迦内探鉱所勤務)

すとキｰスラｰガｰの成因解明に大きく貢献されたの

は広島大学の小島丈児先生および京都大学

の中山勇さんその他の結晶片岩を研究された方

々です.このためキｰスラｰガｰ･マンガン･黒鉱

の3者のうち最も早くそれが同生鉱床であろうという

可能性を打ち出したのはキｰスラｰガｰでした.

まとまりの恋い成因論解説に祖りましたが次回は黒

鉱々床の胚胎層準と火成活動についてお話します.

今年は北海道にひどい冷害がありそうだと聞きなが

らここ10年ほど年中行事のように続いている秋田県

北部の黒鉱調査に出たのが10月の初め頃でした.日本

での古い鉱山町である小坂に着きますとこれも毎年の

にたと咀

ように親父さんと喧嘩し狂がら家業を投げすてて似鳥

治義君カミ手伝いにかけつけてくれました(今回掲載した

写真もすべて同君の撮影したものです).もう何年もこ

の付近の鉱床調査に連れて歩いていますので各社の探

査関係の人々と彼も顔なじみです.その似鳥君カミいつ

か『日本鉱業の釈迦内探鉱所へ谷さんとジｰプで行った

らそこの探査のオナゴの人がジｰプの扉をあげてく

れたス』とノ｣･坂ベンで話してくれました.

その時はすぐに忘れていましたが釈迦内探鉱所の開

発状況を見たいと思って出掛けてゆきましたら似鳥君

の言っていたとおりでした.ジｰプの扉をあけていた

だいて鼻の下を長くしたわけでもありませんが前回ご

紹介した大黒鉱々床の開発途上にある釈迦内全体の張り

切った空気をこの娘さんの動作からまず感じて私も

思わず帽子をかぶり直した次第です.

三浦静子さんはr少し前までは野鳥がさえずっていま

したそれがこん柱に活気あるところに変るなんて一

一と讃してくれましたが闘いているうちに鉱山開発

の片棒をかついでいるのが匁んだか悪いよう匁気にな

ってき致した｡もっとも野鳥の声を書けなくしたのは

残念扱がら私ではなくて目鉱の探査陣の仕業なのです

が｡(てパく)(築音は鉱床部)

うに思われますがこの期の

特色が本当に発揮されるのは

これから約10年後であろうと

考えられます.このときに

当り最近地質学会ではその

近代化が強くさけばれていま

して心強いものを感ずる次

第です.第3期におけるわ

が国の鉱床学会とくに層状鉱

床における相互の関係(キｰ

スラｰガｰ･マンガン･黒鉱)

についてちょっとふれてみま�


